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「大学病院総合診療科に院内他科から紹介される患者の診断に関する

横断研究」について 

 

 201８年 1 月 1 日～2019 年 12 月 31 日の間に、獨協医科大学病院の総合診療科以外の

科から総合診療科へ紹介されて総合診療科外来を受診した患者さんへ  

 

研究機関   獨協医科大学病院  総合診療科 

研究責任者  原田 侑典（学内講師） 

研究分担者  冨山 周作、花井 翔悟、横瀬 允史、志水 太郎 

   

このたび獨協医科大学病院 総合診療科では、総合診療科以外の科から総合診療科へ紹介されて総合診療科

外来を受診した患者さんの診療情報を用いた研究を実施しております。この研究を実施することによる患者

さんへの新たな負担は一切ありません。また、患者さんのプライバシーの保護については法令等を遵守して研

究を行います。 

あなたの情報について、本研究への利用を望まれない場合には、担当医師にご連絡ください。 

   

１．研究の目的 及び 意義 

大学病院のように細分化・専門化が進んだ高度医療機関では、適切な診療方針を決めるために病院内の他の

科への相談・紹介が欠かせません。しかしながら、症状や検査の異常が特徴的でない場合や、診断が未確定な

場合は、相談・紹介先として適切な専門科の選択に難渋することがあります。総合内科や総合診療科のない大

規模病院では、特定の専門科にそのような相談・紹介が集中し、その専門科の専門性を最大限に活かすことが

できなくなる可能性も示唆されています。総合内科や総合診療科がある病院では、上記のような場合の相談・

紹介先として総合診療科が重要な役割を果たすと考えられますが、大学病院において専門科から総合内科・総

合診療科へ診断に関して相談・紹介することの有用性を検証した研究は少なく、総合内科・総合診療科の診断

的役割については不明なままとなっています。 

本研究は、高度医療機関である当大学病院において、院内他科から診断目的に総合診療科に紹介された患者

さんのうち、主訴に関連する新規診断に至った割合を明らかにすることを目的として実施します。高度医療機

関内での総合診療科の診断への寄与度合が明らかになることによって、高度に専門分化した医療機関での、診

断に関する有効な相談・紹介のあり方の立案につながり、未診断例の減少につながることが期待されます。 

 

２．研究の方法 

１)研究対象者 

  201８年 1 月 1 日から 2019 年 12 月 31 日の間に獨協医科大学病院の総合診療科以外の科から総合

診療科へ紹介されて総合診療科外来を受診した 20 歳以上の方を対象とし、３００名の方にご参加いただ

く予定です。 

 

２)研究実施期間 

 本研究の実施許可日 ～ 2023 年 12月 31日 

 

３)研究方法 

  201８年 1 月 1 日から 2019 年 12 月 31 日の間に獨協医科大学病院の総合診療科以外の科から総合

診療科へ紹介されて総合診療科外来を受診した 20 歳以上の初診患者さんが対象になります。ただし、公開

する本研究の内容をお読みになり、本研究研究への参加に拒否の申出をされた患者さんは、本研究であなた
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の情報を使用することはありません。 

本研究では、上記の方の診療情報を用いて、総合診療科を受診した後に主訴に関する新規診断がついた割

合を算出し、大学病院内の専門科から患者さんの診断に関して総合診療科に紹介する意義を検証します。 

 

４)使用する試料・情報 

◇ 研究に使用する試料    

 本研究を目的として用いる試料はありません。 

  

◇ 研究に使用する情報   

 電子カルテ内の診療情報より以下の情報を収集します。 

① 患者さんの基本情報：年齢、性別 

② 受診に関連する情報：紹介元の科名、紹介のタイプ（院外または院内他科から紹介元の科に紹介さ

れた患者の総合診療科への紹介、紹介元の科に定期通院している患者の総合診療科への紹介、予約

外受診・救急受診の初期対応後の患者の総合診療科への紹介）、総合診療科から診断目的に紹介し

た科の有無（有る場合は科名、複数の場合あり）、 

③ 臨床情報：主訴、紹介元での暫定診断の有無（有る場合は診断名と疾患カテゴリー）、主訴に関連

する新規診断の有無（有る場合は「確定」か「疑い」かの判断、診断名および疾患カテゴリー）、

総合診療科初回受診日を 0 日として 90 日時点の主訴の転帰（消失または改善、不変または悪化、

不明）、総合診療科初回受診日を 0 日として 90 日時点までに行われた新規診断に基づいた治療

の有無 

 

上記の使用に際し、研究対象者となる患者さんの個人情報は匿名化し、プライバシーの保護には細心の

注意を払います。 

 

５)情報の保存 

本研究に使用した情報は、研究終了後 5 年間保存します。また、保存した情報を用いて新たな研究を行

う際には、改めて研究計画書を作成し審査を受け、新たな研究の実施についてポスターを用いてお知らせし

ます。 

 

６)研究計画書の開示 

患者さん等からのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、本研究

計画の資料等を閲覧することができます。 

 

７)研究成果の取扱い 

この研究の成果は、研究対象者となる患者さま等の個人情報がわからない形にした上で、学会や論文で発

表することがあります。 

 

 ８)問い合わせ・連絡先 

この研究についてご質問等ございましたら、下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あなたの情報

が研究に使用されることについてご了承いただけない場合には研究対象とはしませんので、2023 年 12

月 31 日までに下記にお申し出ください。情報の使用を断られても患者さんに不利益が生じることはあり

ません。なお、研究参加拒否の申出が、既に解析を開始又は結果公表等の後となり、当該措置を講じること

が困難な場合もございます。その際には、十分にご説明させていただきます。 
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 獨協医科大学病院 総合診療科 

  研究担当医師   原田 侑典 

 連絡先      0282-87-2498（平日：９時００分～１７時００分） 

 

9）外部への情報の提供 

本研究では外部への情報の提供は行いません。 


